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地震の影響でゆがんだＪＲ鹿児島本線
のレールと倒れた架線柱＝熊本県氷川
町（2026年08月05日）時事通信社

令和8年熊本地震 2026.7.28



令和8年熊本地震(断層型)

首都直下型地震(海溝型)



出典：テレ朝ニュース

千葉豪雨 2026.8.13



内水氾濫



2026.6.3 台風6号和歌山県
出典：時事通信社

外水氾濫



外水氾濫
（荒川）
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出典：江戸川区ハザードマップ



（計）
a:直接
死・行方
不明者

b:災害関
連死者数

熊
本

令和8年熊本地震 10年に1回 39 38 1 1 25 415

千
葉

令和8年8月千葉豪雨 1万年に1回 8 ー ー 0.7 21 359

首都直下型地震：南部
（東京都試算:2022）

30年以内
70％ 920 582 338 19 1,712

荒川氾濫
（内閣府推計:2009）

37年に1回 996 500 496 24 2,162

「

江
戸
川
区

E-1016　江戸川区激甚災害の被害見込み　2026.8.15

死者数
最大避難者
数（万人）

111

1避難所あ
たり

指定避難
所数

発生確率

江戸川区ハザードマップの想定雨量

①1,000年に1回の豪雨(0.1%)

②荒川氾濫：荒川流域の72時間総雨

量が516mm（基本方針：100年～

200年に1度）,最大降雨量：632mm

③中小河川：中川・綾瀬川圏域の 1

時間最大雨量153mm、24時間総雨

量690mm

記録的短時間大雨情報:25回



22㎞

12㎞

市川市

江戸川区清新町

千葉市



E-1016 R8熊本地震・千葉豪雨と荒川氾濫、首都
直下型地震の被災イメージに齟齬はないか？E-1016

清新町は、荒川氾濫時には自宅避難となっており、動く

必要はない＝清新町は沈まない安心感。命に係わる事態

にはならない

千葉豪雨程度なら乗り切れる？
(人口密度：3,602人/㎢、1避難所あたり収容人数：21人)

令和8年熊本地震程度なら乗り切れる？
(人口密度：679人/㎢、1避難所あたり収容人数：25人)

起こるか起こらないかわからない事態（おそらく起こら

ないと思っている＝正常性バイアス）は考えたくない、

面倒くさい、忙しい。 江戸川区

人口密度：

14,220人/㎢

（千葉の4倍、熊本の21倍）

荒川氾濫：

1避難所あたり収容人数 2,162人

(千葉の100倍)

首都直下型地震：1,712人

(熊本の68倍)

清新町は、荒川氾濫時には自宅避難となっており、動く

必要はない＝清新町は沈まない安心感。命に係わる事態

にはならない

千葉豪雨程度なら乗り切れる？
(人口密度：3,602人/㎢、1避難所あたり収容人数：21人)

令和8年熊本地震程度なら乗り切れる？
(人口密度：679人/㎢、1避難所あたり収容人数：25人)

起こるか起こらないかわからない事態（おそらく起こら

ないと思っている＝正常性バイアス）は考えたくない、

面倒くさい、忙しい。 江戸川区

人口密度：

14,220人/㎢

（千葉の4倍、熊本の21倍）

荒川氾濫：

1避難所あたり収容人数 2,162人

(千葉の100倍)

首都直下型地震：1,712人

(熊本の68倍)



E-1016右図



令和8年熊本地震
（2026）

平成28年熊本地震
（2016）

令和8年8月千葉豪雨(2026) 江戸川区

被災エリア
（震度6強以上）人口

95万人、43万世帯 97万人、43万世帯
レベル5大雨特別警報エリア：人口426万

人、世帯数299万世帯
70万人、　37万世帯

人口密度：人/㎢ 679（熊本市：1,891） 731 3,602（最高は市川市：8,613） 14,220

発災日 7/28/16:00 4/14/21:26,4/15/1/25 2026/8/13～14 今後30年で70％の確率

最大震度 M7.1　震度7
①4/14：M6.5　震度7、
②4/16：M7.3　震度7

レベル5大雨特別警報初発動：①千葉市中央
区で24時間降水量が観測史上最大の351mm、
時間雨量115 mm、市原市東部で：574.2mmの
雨量（この規模の大雨が起こる確率は
0.001％）

①荒川氾濫:計画降雨量：総
雨量516ミリ/3日（100年に1

度）、想定最大規模637ｍｍ/3
日（1000年に1度）

②首都直下型地震:震度7

避難者ピーク 10,467人(7/30) 183,882人（4/16）
7,400人（8/13)、帰宅困難者（蘇我駅：
4,000、千葉県庁1,700など。

①24万人（荒川氾濫）
②19万人（首都直下地震）

指定避難所数 415 855
避難所359か所、帰宅困難者用一時滞在施
設:駅や幕張メッセなど11カ所

111

1避難所あたり避難者
数：避難者数/避難所数

25 215 21 ①2162、②1,712

断水（ピーク時） 7.9万戸
44.6万戸（熊本市だけで

32.6万戸）
ー ー

直接死/災害関連死
直接死37人、関連死2
人＝39人（2026.8.9）

直接死50人、関連死221人
＝276人

死者13人
①直接死500人＋関連死496人
＝996人（内閣府推計）、
②582＋338＝920（東京都）

E-1013 熊本地震（2026,2016）、千葉豪雨（2026)、江戸川区大都市激甚災害　2026.8.30現在



E-997 沈まない清新町・臨海町を目指す区民

(1)海水温の上昇で台風迷走、雨量予測困難化。

政策は妥当。ただ、7割は広域避難先の手当無。

[72～48時間前の事前広域避難]から漏れる区民。

(2)区外移動の橋は8本で、緊急時には使えず。

自宅滞留者・垂直避難者も備蓄なし

「水没しない清新町の避難所」へ移動

(1)清新/臨海町(葛西南部協議会)は10自治会

＋7避難所(区×6＋都×1）。収容2,000名

(2)「避難行動要支援者」1.6万人(南:8,000）

災害関連死を抑える「高規格避難所」が必要

(3)避難所の備蓄＝0.6 日分程度、広域避難者

含むとわずか0.2日分

（3,990食×7か所）÷（3食×7か所×2,000人×1.2）

区内広域避難者：2.5～5.0万人程度
清新町・臨海町の避難所の最大収容人数：

2,000名程度

日本の平均的な避難所：①プライバシー無、②床に毛布、③雑魚寝

P●



出典：阪神淡路大震災記録「1.17の記録」より

神戸市中央区



避難所として使用されている体育館に集められた救援物資＝熊本県八代市（2026年07月31日） 【ＡＦＰ時事】



E-1020　防災国体W-29総図「避難所DXとファイナンスで [新しい共助] を創出」

[避難所運営システム]
：避難所DX

【モノ】

[コミュニティ水災

保険]【カネ】

[実働防災士

育成プログラム]
【ヒト】

(1)激甚災害時の極限状態を想像できる「避難所体験を起点に」平時減災を考える。共助の原点は、避難所。

(2)避難所運営の負担軽減。①配給など定例業務をシステムサポート、②その時間を避難者に寄り添う時間、個別対応の時間に振替

(3)自立した共助を実現：避難所の物的快適水準の引き上げ。ダンボールベットや室内テントなど地域特性に応じた物資を地域コミュニティ

が調達。①自治体からの財政支援は望めず、自前で購入財源を確保、②地域で本当に必要な物資を取捨選択、③(2)と併せ「災害関連

死」の抑制。④調達予定物資や避難所運営訓練などを具体的に地区防災計画に落とし込む（実働防災士が関与し、高い実効性を確保）。

(1)避難所運営システム：避難所DX
①現場ニーズの反映できる「避難所ごとの現場シス

テム」として設計

②受付業務だけでなく、避難所全般業務をサポート

③a:個人識別機能、b:インターネット頑

強性、c:設計の柔軟性:アジャイル型

④受付処理速度は最速

(2)コミュニティ水災保険:デリバティブの活用
①自治体が加入できる日本初の保険

②発生時期が読めない自然災害には保険対応が最適。

③自治会ごとに世帯当たり年間約200円の負担で1

避難所あたり800万円の保険金（荒川氾濫のケー

ス、岩淵水門基準水位の突破が支払条件）

(3)実働防災士育成プログラム：ペーパー防災士が

地元で活動できるように育成( 防災科研と連携）

ポイント

新しい共助の基盤



E-1014　避難所システムが果たす役割：避難所DX（AT1）

避難所開場

受付（入場）

受付（入退場） 受付（入退場） 受付（入退場）

被災当日:1日目 2日目 3日目 4日目 5日目・・・・

受付（入退場）

属性に応じた避難スペースへ案内、場所変更 スマホ完結

避難者情報の把握（避難者数、属性）、避難者名簿の作成 リアルタイム：システム完結

配給（食料、飲水） 受け取りはスマホ完結

行事予約（生活相談、カウンセリング、

シャワー等） スマホ完結

炊き出し

避難者個別ニーズの把握：スマホ完結と物資請求（自治体、災害対策本部）

自
治
体
・
災
害
対
策
本
部

公平配給：配給品の重複受け取りの防止（食料、飲水） スマホ完結

ボランティアの

受入、管理

避難所内広報（災害情報、安否情報、配給案内、イベント連絡等） スマホ完結

避
難
所
避
難
者

物資の在

庫確認

（種類と

数量）

配給量/

回の決定

配給最適化

システムを

検討中

車
中
泊
、
自
宅
避
難
者

2つの

QRコード

読み取り

避難者

の入力を

第一優先

順位

これらの避難所定型業務をシステムに任せ、避難所運営者は避難者の個別要望に応え、寄り添う時間を増やす



(1) 緊張と疲労困憊の避難者を待たせないスムーズな受付
(2) 避難所運営者の負担を減らすシステムサポート
   ①事務局の関与なく、避難者を避難スペースへ自動誘導
   ②個人識別機能を持ち、配給品受け取り予約と適正配布
   ③入所後の生活相談・シャワーなどの自動予約
   ④避難者個人、支援者からの[要配慮事項]の申請受付

(3) 熊本地震で見られた「支援物資の山積みと避難者の
  欲しい物資はない」という事態の解消（オンデマンド機能）

(1)大学の教育と兼ねることで実現する「低コスト」の開発
(2)厳格な個人情報管理とインターネット遮断時の頑強性
(3)出入りの激しい避難所の頻繁な登録と削除を[リアルタイム]で

処理できる柔軟なシステム
(4)避難所管理者の要望に柔軟にこたえる設計(アジャイル型）

避難所運営システム[避難所DX]の目的と設計理念



「避難所カード」という紙での受付から「スマホでピ」

スマホでQRコードを読み取り
名前を入力するだけ

現行：避難者が紙に個人情報を書き、それを事務局が集計、リスト化 災害対策本部
大量の入退所者による頻繁なリスト修正という、不正確で膨大な事務が発生

現行 新方式

1,000人が並び一人当たり
処理時間158秒（実証実験
結果）、3つの受付で処理
すると総時間は14.6時間

スマホ非持参者対応も
含め、総時間は7.9時間



2. 避難所備え付けの
タブレットから

3. 身分証で登録
（運転免許証やマイナンバーカード、 

障害者手帳などを読み取り）

自分で簡単登録

①行列に並ばなくてOK

② (電気、インターネット

不通でも動く。（避難

所常備の小型発電機

のみでOK)

読取機

1. スマホから

多
様
な
ア
ク
セ
ス
方
法



操作1： スマホをかざし、2つのQRコードの読み取り

Wi-Fiに接続する（QR1） システムにアクセスする（QR2）



①

操作2： 入所登録：自分の属性をタッチ
（高齢者？妊婦・乳幼児ずれ？、一般？）

② ④

③



操作3： 支援物資配給の受け取り

② ③①



① ②

操作4： 配給、生活相談時間などの予約



③ ④

予約のキャンセルは②→⑤

⑤



① ②

操作5： 登録情報の追加、更新



区分 ケース番号 システム方式細部 個別識別
オフライン
時頑強性

基準 アプリ要+事前入力不要 143 7.91

① 同＋事前入力要 13 19.13 ●

②
アプリ不要＋事前入力不要＋QR×2

【避難所DX】
20 7.89 ● ●

③ 暗証番号不要＋読み取り機2台 6 4.21

④ 同10台 6 3.65

⑤ 同20台 6 3.58

⑥ 暗証番号要＋同2台 36 17.67 ●

⑦ 手書き　2窓口（標準） 158 21.94 ●

⑧ 手書き　10窓口 158 4.39 ●

⑨ 手書き　20窓口 158 2.19 ●

手書方式

避難所受付機能比較 E-1026

スマホ
方式

●

身分証
読取方式

▲退所手続のみ

避難者1,000人あたり（E-670）
単位時間
(秒）

7社の実証
実験結果
による

総処理時間
（時間）

避難所システム必須要
件：充足●

避難所システム
に本来求められ

る機能

受付後の
避難所業務支援



E-1015　現場の個別システムが情報収集、情報送信する減災ネットワーク　2026.8.15

避難所DX（AT1）

自治体（例：江戸川区）

広域自治体（例：東京都）：最小のプッシュ型支援と迅速なデマンドプル支援の実現

避難者（避難所内、車中泊、自宅避難者）

①全国87,000カ所の指定避難所を対象

②A型：避難所の定型業務は共通性が高く、可能な限り汎用性を付与

③B型：オープンソースとし、ソースコードを無償で公開し、自在に改良

A:避難所DX
（AT1をそのまま使用）

避難所DXB（OP1） 避難所DXB（OP2）
避難所DXB

（OP3・・・）

外部インターネット

スマホ＋域内インターネット＋避難所発電機【ネット頑強性の確保】

避難所情報（避難者数など管理情報＋避難者が必要とする物資情報）＋車中泊、自宅避難者情報



a:死者・行
方不明者

b:災害関連
死者数

1995.1.17 阪神淡路大震災 6,434 5,513 921 32 17% 遡及分析無

2004.10.23 中越地震 68 16 52 10 3.3

2011.3.11 東日本大震災 22,225 18,423 3,802 47 21% 遡及分析無

2016.4.4 熊本地震 273 50 223 18 4.5
避難生活やストレス、既存疾患の悪

化、70歳以上：78%

2018.7.6
西日本豪雨

（広島・岡山・愛媛の3県）
395 312 83 4 27% 70歳以上：78%

2024.1.1 能登半島地震 704 229 475 4 2.1
避難所間移動の多さ:1.5 次避難,

寒さ、70歳以上：40％

【想定】首都直下型地震 920 582 338 19 0.6
中央防災会議2025/12/19見直し推計,江

戸川区の避難者避難者数19.0万人

【想定】荒川氾濫① 996 500 496 24 1.0
江東5区避難者推計F-26から。江戸川区

の避難者数は24万人

【想定】荒川氾濫②
（注２）

1,550 500 1,050 24 2.1 能登地震の倍率を採用した場合

（注1）江戸川区の災害関連死数の推計は、上記の6ケースの近似曲線（指数関数）から推計：y=78.512e0.0768x

避難所運営が大切な理由：大災害時の住民生存率は「災害関連死」の数にかかっている　E-807

死者数
最大避難者
数（万人）

倍率
【b/a】

 (注2)ただし、江戸川区のケースは避難所収容人数を大きく上回る避難者が来るため、この数値より大きい➡能登半島地震の倍率2.1を採用

江戸川区

発生日 災害名 備考　E-807



784,128

No. 主因 日付 時間
岩淵水門

水位
No. 主因 日付 時間

岩淵水門水
位

岩淵水門（上門）水
位:m

回数（時間） 発生確率 累計確率 1 1941/7/23 8時 7.50m 28 2019/10/13 7時 7.05m

4超～5未満 452 0.0576% 0.0576% 2 1941/7/23 9時 7.84m 29 2019/10/13 8時 7.11m

5超～6未満 179 0.0228% 0.0805% 3 1941/7/23 10時 8.01m 30 2019/10/13 9時 7.15m

6超～7未満 59 0.0075% 0.0880% 4 1941/7/23 11時 8.07m 31 2019/10/13 10時 7.16m

7超～7.7未満 15 0.0019% 0.0899% 5 1941/7/23 12時 8.27m 32 2019/10/13 11時 7.14m

7.5超 19 0.0024% 0.0923% 6 1941/7/23 13時 8.01m 33 2019/10/13 12時 7.10m

7 1941/7/23 14時 7.89m 34 2019/10/13 13時 7.01m

63,504 8 1941/7/23 15時 7.76m

9 1941/7/23 16時 7.63m

岩淵水門（上門）水
位:m

回数（時間） 発生確率 累計確率 10 1941/7/23 17時 7.59m

水位 超過回数 11 1941/7/23 18時 7.34m

4超～5未満 11 0.0173% 0.0173% 12 1941/7/23 19時 7.20m

5超～6未満 7 0.0110% 0.0283% 13 1941/7/23 20時 7.04m

6超～7未満 10 0.0157% 0.0441% 14 1947/9/16 1時 7.20m

7超～7.7未満 7 0.0110% 0.0551% 15 1947/9/16 2時 7.75m

7.5超 0 0 0.0551% 16 1947/9/16 3時 8.05m

17 1947/9/16 4時 8.60m

18 1947/9/16 5時 8.60m

0.38% 19 1947/9/16 6時 8.60m

55歳死亡率 0.38% 20 1947/9/16 7時 8.45m

21 1947/9/16 8時 8.25m

22 1947/9/16 9時 8.10m

23 1947/9/16 10時 7.90m

24 1947/9/16 11時 7.73m

25 1947/9/16 12時 7.50m

26 1947/9/16 13時 7.40m

27 1947/9/16 14時 7.15m

E-1025　荒川の洪水リスクとリスク担保に保険の活用 2026.8.28

カスリー
ン台風

（１都５
県で死者
1,100名）

梅雨前線
＋台風8号

台風19号

(2)2019年4月～2024年9月までの時間サンプル数

(1)029年4月～2024年9月までの時間サンプル数

(3)日本の自動車事故：2019年4月～2024年9月

(4)2025年の簡易生命表:厚生労働省

荒川洪水対策は、カスリーン台風の雨量にも耐え

られる放水路を整備中(荒川第二・第三調節池)

下流の水位を0.3ｍ～0.4ｍ下げる効果があ

るが。

しかし、1000年に一度の豪雨（総雨量632mm）を

想定せざるを得なくなる



コミュニティ水災保険の仕組み　E-990

損

害

保

険

会

社

(3)保険金の受取り（早い）

①堤防を越水（洪水）していなくても、トリガー

水位を超えた場合には支払われる

②同水位超過から、1か月以内に支払われる

(2)保険料の支払い（水準は、下表）

参加自治会が増えれば増える程保険料は低下

（例）清新・臨海町7避難所12自治会で、

月額30～40円/1世帯当たり

保険契約の締結

地
域
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
（
自
治
会
・
協
議
会
）

(1)自治会が、地区減災計画を作成することを保険加入の条件。同計画に具体的な対策とその実行に必要な資金を記載

実働防災士（青森大学東京キャンパスと国立防災科研が協業）と損害保険会社の防災士が自治会の地区防災計画の作成を支援

資金が動くため、自治会は真剣に減災計画を検討せざるを得ない【自治会が減災取り組むインセンティブ】

(1)激甚水災時に、自治会が契約者になり、保険金を受け取る日本初の保険。高規格避難所整の財源確保と減災インセンティブ付与

(2)事前に約束した危険水位（トリガー）を超えた場合に、自治会に減災対策資金が支払われるシンプルな保険（損害査定なし）

大学等
（保険運営

事務）

（注）①事前に定めた危険水位を「トリガー」という、②対象水位計は江戸川区が避難基準にしている「岩淵水門」の水位計、③契約には再計算要。

(3) ①安価な保険料,②自治会や避難所が減災対策を講じるに十分な保険金,③ 迅速な保険金(物資)の受取、の3つを完備

P2
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